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 貴国は，２０１２年４月から６月にかけて５回目の新たなタイ

プの核実験を実施した事実を発表した。  

 核爆発を伴わないとはいえ，今回の行為は本市をはじめとする

核兵器廃絶を願う国際世論，また核実験中止を求める多くの声を

無視し，核軍縮を希求する国際社会はもとより貴殿が掲げる「核

兵器なき世界」に明らかに矛盾する行為であり，誠に遺憾である。 

 また，この新たなタイプの核実験は，貴国が今後も核兵器を持

ち続ける意志を表したものとも受け取れる行為である。この度の

核実験に対して強い憤りを覚えるとともに，三次市民を代表して

貴国の度重なる核実験に厳重に抗議し，今後において全ての核実

験の中止を強く求める。  

 貴国が，広島で被爆され現在もなお苦しんでおられる多く人々

の心を深く理解し，核兵器のない平和な世界の実現に向け，全力

を尽くすよう改めて強く要請する。  
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